
 

 
 
                                                                      2026年11月4日 
 

アクティオ、新戸倉体育館のネーミングライツ・パートナーに決定

愛称は「千曲 AKTIO アリーナ」 

～地域のスポーツ振興と活力あるまちづくりを支援～ 
 

株式会社アクティオ 
 

総合建設機械レンタルの株式会社アクティオ(東京都中央区日本橋、代表取締役社長兼COO：小沼直人、

以下アクティオ)は、2026年11月2日（月）に長野県千曲市と「（仮称）千曲運動公園戸倉体育館」のネーミ

ングライツ協定を締結しました。愛称は「千曲 AKTIO アリーナ」となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、千曲市は、千曲川沿いに位置する千曲運動公園に、新たな体育館の整備を進めています。     

新体育館「千曲 AKTIO アリーナ」は、鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）の地上2階建て、建物の高さは約

20ｍ。駐車場は通常時に65台、大会開催時には大型車10台を含む135台分を確保できます。千曲川に

近い立地のため、浸水対策をはじめとする防災機能の充実も図られており、敷地には約1.1ｍの盛土を行

い、設備機器を2階に設置することで、浸水による被害を低減。非常用発電設備や耐震性を備えた受水槽

による備蓄水の供給、防災備蓄倉庫なども整備し、災害時には防災拠点としての活用を想定しています。ま

た、競技環境にも配慮し、卓球やバドミントンなど、空調による気流の影響を受けやすい競技に適した床輻

射空調※を採用。さらに、障がいの有無にかかわらず、誰もが一緒に遊べるインクルーシブ遊具やふわふわ

ドーム、ドッグランなどを併設し、子どもから高齢者まで、幅広い世代が交流できる拠点を目指しています。 

なお、同施設は、2028年の「国民スポーツ大会」（信州やまなみ国スポ）で、ハンドボール競技会場として

使用される予定です。 

写真左：アクティオ 代表取締役社長兼 COO 小沼 直人 

写真右：長野県千曲市 市長 小川 修一 氏 



 

アクティオは、新体育館から約6kmの距離に「長野ちくまテクノパーク統括工場」を有しており、同工場は

20,000L の軽油貯蔵、非常用電源やヘリポートを備え、非常時のアクセスと通信手段を確保しています。

災害時には、両施設が連携を図るとともに、長野ちくまテクノパーク統括工場を地域の防災拠点として円滑

にご活用いただけるよう、市民の皆さまに「アクティオ」の社名を広く認知していただきたいという想いを

込め、愛称を「千曲 AKTIO アリーナ」といたしました。 

 

アクティオは今後も、地域とのつながりを大切にし、スポーツ振興をはじめとするさまざまな活動を  

通じて、地域社会の発展に貢献してまいります。 

 

※床輻射空調（ゆかふくしゃくうちょう）：床面から出る輻射熱を利用して空間を冷暖房するシステム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

愛   称  千曲 AKTIO アリーナ 

命名期間  令和10年10月1日（予定）～令和15年3月31日 

建築場所  長野県千曲市大字磯部1406番地3 

敷地面積  23,865.82㎡（公園全体 約8.3ha） 

建築面積  3,635.72㎡ 

延床面積  4,050.45㎡ 

階   数  地上2階 

構   造  鉄筋コンクリート造一部鉄骨造 

建物高さ  19.95m 

駐車台数 
日常利用：65台（車いす5台含む） 

大会時利用135台（大型車専用10台） 

駐 輪 場  自転車：100台/バイク：10台 

■「千曲 AKTIO アリーナ」概要 

 

完成予定図 



 

■アクティオが展開する“レンサルティング”とは 
 

アクティオのコンセプトである「レンサルティング」は「レンタル」

と「コンサルティング」を合わせた造語で、商標登録しています。

会長の小沼光雄は著書の中で次のように紹介します。『従来、

建機の世界では「つくる」「売る」という要素が主だったところ

に、「知恵やノウハウをプラスして貸す」という新たな価値提案

をビジネスとして行ったわけです』（算数とハートの経営 

2014年 幻冬舎）。現在の建設機械は、非常に高度化してお

り、せっかくの機能も、現場で最大限に活用することは難しく

なっています。目的を果たすため、状況に応じてどの機能を

どのように使うのか。アクティオは単に機械を貸すだけでなく、

専門的なノウハウを持ってサポートします。建設機械を熟知する専業レンタル会社だからこそ可能な、しか

しレンタルの枠組みを飛び出した提案型のサービスがレンサルティング。時代とともに、その意義を拡大し、

進化を続けています。 
 

【アクティオ公式サイト】https://www.aktio.co.jp/ 

【アクティオ Facebook ページ】https://www.facebook.com/aktio.jp/ 

 

【画像素材 DL リンク】https://www.pr-today.net/a00294 
 
 
 

■本リリースに関するお問い合わせ先  

株式会社アクティオ 広報部  担当：成澤、深沢 

TEL：03-6262-7867 FAX：03-6262-7982  

e-mail：koho@aktio.co.jp 

https://www.pr-today.net/a00294



